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今後５年間に亘る各分野の重点領域、当該領域における研究開発の目標及び推進方策を定めた推進戦略の作成に
関する調査・検討が総合科学技術会議重点分野推進戦略専門調査会の手で進められている。そこではライフサイエ
ンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料の重点４分野に加え、エネルギー、製造技術、社会基盤、フロン
ティアの４分野を加えた８分野について検討が進められている。この中で燃料電池はエネルギーインフラ高度化に
向けての必要な研究開発と位置づけられている。エネルギーインフラ高度化とはエネルギー源多様化対応、高度の
省エネルギー実現、地球温暖化問題対応等を指すのであろう。今後研究開発に一段と拍車がかかることを期待して
止まないところである。がしかし、これだけでは研究開発は進展しても商品化しない。この間に研究開発とは異な
る次元の創意工夫が必要である。

創意工夫として、大は巧みな市場創造・拡大から小は利用サイドへの痒いところに手が届くようなサービス迄種々
考えられるが、市場メカニズムの中ではまず以てインセンティブ（魅力）の存在が必要である。燃料電池発電シス
テムに当てはめて考えてみると、
一に曰く、燃料電池発電システムそれ自体での採算性（所謂発電コスト）がある。
二に曰く、燃料電池発電システムそれ自体は採算性未だしであるが、他と組み合わせると採算性が生じる。
三に曰く、燃料電池発電システムそれ自体はともかくとしてその研究開発の推進が情報発信として新規性がある。
であり、詰まるところ安価であるということである。燃料電池が産出するものは所詮電子に過ぎず、それは原子力
発電によろうがマイクロガスタービンによろうが電子それ自体に差異はないから当然である。

話は変わるが「家庭普及、意外に早い！？人間型ロボット」という記事（日本経済新聞2001年 7月 6日付け
朝刊）が目に付いた。同記事によれば市場調査会社の動向調査に対して研究者を中心とする回答者の22％が、５
年後には家庭普及率が10％に達すると予想、今後娯楽や癒しの対象として家庭で急速に普及するとの見方が多い
事が分かった、とのことである。とりわけ癒しは代替性に乏しいところがあり安価だけでは計れない。しかも少子
高齢化へ向けて介護の時代の到来を考えるとその商品化へのインセンティブは高いし、完成度の高い二足歩行型ロ
ボットをテレビで目にすれば、商品化へのドライブも働こうというものである。これに引き替え燃料電池は地球環
境にやさしいということはしばしば言われるものの、見た目の商品という点では通常四角い箱があるだけで目新し
さに欠ける。

とは言うものの、先人の努力により現在少なくとも二に曰く、の段階に到達しつつあることは本誌創刊号からも確
かで、今後も二に曰く、の段階で市場を拡大しつつ研究開発で一に曰く、の段階へと向かう事が重要であると考える。
「花びら型産業」という言葉がある。多くの異なる業種・企業が多弁の花のように結集したもので、円盤型市場
という「がく」の周囲に独自のノウハウを持つ企業が花びらのように集まる産業構造で、２１世紀を代表する産業
形態であるとも言われている。燃料電池発電システムのようなタイプの技術は組み合わせによる多面性の発揮等、
花びら型産業時代にまさに適合する技術である。かかる観点からすれば組み合わせが生じるところの価値を目指す
（創意工夫に努める）事は燃料電池の商品化にとり重要なことであり、本誌に期待するところ大である。
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